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We developed the method of converting the victims' past experiences into the educational materials 
for the development of disaster-awareness in the society．  This method consists of the following 4 
steps; 1 conducting semi-structured interviews with victims of past major disasters, 2 reconstructing the 
episodes to reproduce the image of 'damage', 'Victims behavior in the process of life recovery from the 
disaster', 'Received support from the community and administration', 3 picturizing these episodes by 
professional artists, 4 making educational material combining the information about hazard and the 
extent of damage about the relevant disaster with the pictures of episodes． We applied this method to 
the 1945 Mikawa Earthquake, Japan, which caused more than 2300 casualties, conducted 20 interviews 
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図１：明治時代以降の日本の地震災害による死者数







災害である。また、記憶に新しい 1995 年（平成 7年）阪神・淡路大震災による死者は 6433 人で、
これらに続く４番目に死者数が多かった地震災害と位置づけられる。
この図で注目すべきことは２つある。１つは阪神・淡路大震災の前には 50 年近く大きな地震
災害が発生していないことである。そしてもう一つは、約 50 年前の 1940 年代には死者 1000 人
を超える地震災害が5つも連続して発生したことである。この５つの地震は、1943年（昭和 18年）
鳥取地震、1944 年（昭和 19 年）東南海地震、1945 年（昭和 20 年）三河地震、1946 年（昭和 21 年）
南海地震、1948年（昭和23年）福井地震で、戦中戦後の混乱期に発生したため、被災記録が体系だっ
てとられていなかったり、記録が散逸してしまったものも多い。特に 1944 年（昭和 19 年）東南
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現在（2006 年 12 月）までに 20 件の正式インタビューを行い、130 枚を超える絵が完成した。
図４：隣組総出で母の救出を手伝ってもらった
（岩瀬繁松さんの体験談を元に作成 , 藤田哲也画）
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